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更に, 申請者は, この扱いで充分成功していない点についても分析し, 問題の所在を明らかにしてい
る｡例えば,芯励起子交換力は,T-1状態によい結果をもたらすが,T-0状態には殆んど効果がない
理由として,G行列の 3Sl成分が斥力 coreの影響でフェルミ面近くで小さくなることを示している｡
以上要約すれば,申請者の論文は,核内有効相互作用の徹底した分析を行い,芯偏極効果の高次項をめ
ぐる混乱状況を解決する理論を提示し,あわせて芯偏極効果に対する核力の特徴の反映を明らかにしたと
言うことが出来る｡参考論文は,学位申請論文の先駆をなすもので,本論文と共に申請者の研究能力と学
識を示すものである｡
よって,本論文は原子核の構造の理論的研究の進展に寄与するところ大であり,理学博士の学位論文と
して価値あるものと認める｡
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